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谷
木
因（
九
太
夫
）と
木
巴（
矢
橋
藤
十
郎
）の
俳
諧

に
お
け
る
師
弟
関
係
の
こ
と
は
既
に
述
べ
ま
し
た
が
、木

巴
の
父
矢
橋
三
郎
兵
衛（
赤
坂
矢
橋
総
本
家
第
四
代
、

号
は
交
慰
、元
禄
四
＝一六
九一年
六
月
二
十
八
日
没
、法

号
常
照
院
宗
全
日
悟
）と
い
う
人
が
京
都
の
北
村
季
吟

の
門
に
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、季
吟
の
弟
子
で
あ
る
松

尾
芭
蕉
や
、谷
木
因
と
の
関
連
も
何
か
と
あ
っ
た
こ
と

と
推
察
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、こ
の
こ
と
は
ま
だ
よ
く
調

べ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、次
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

四
十
二
歳
で
剃
髪
、俳
諧
に
親
し
む

こ
こ
で
は
、森
川
昭
氏
著『
谷
木
因
全
集
』に
採
録
さ

れ
て
い
る
木
因
年
譜
の
中
か
ら
、北
村
季
吟
が
矢
橋
交

慰
に
宛
て
た
手
紙
の一節
を
拾
っ
て
み
ま
す
。

御
無
事
の
由
、御
状
拝
見
珍
重
に
存
じ
奉
り
候
、百

韻
並
び
に
小
簡
、愚
点
を
加
え
返
進
申
し
候
。仰
せ
の
ご

と
く
木
因
へ
上
せ
ら
れ
候
て
御
意
を
得
候
。い
そ
が
わ
し

き
比
に
て
、し
み
じ
み
と
も
参
会
申
さ
ず
残
念
に
候
。

此
の
状
御
と
ど
け
下
さ
る
べ
く
候
。

重
陽
の
句

九
月
九
日

付
た
り
菊
の

木
札
か
な

季
吟

十
三
夜

月
ぞ
点
　
八
月
九
月

ま
さ
に
長

な
ど
申
し
候
。
恐
惶
謹
言

十
月
十一日

交
慰
様
人
々
御
中

こ
の
手
紙
は
年
次
不
明
で
す
が
、季
吟
と
木
因
と

の
師
弟
の
交
流
や
、矢
橋
家
の
人
々
の
交
際
の一面
を

推
察
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、谷
木
因
の
こ
と
で
す
が
、こ
の
人
の
祖
先
は
、

谷
大
膳
太
夫
源
衛
好
↓
出
羽
守
衛
友
↓
大
学
頭
衛

政
↓
六
郎
兵
衛
衛
寿
↓
六
郎
兵
衛
寿
宗
氏
利
↓
弥

兵
衛
氏
次
↓
正
次
↓
九
太
夫
と
続
い
て
き
た
系
図
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、も
と
は
赤
坂
城
主
か
ら
転
進
し
て

丹
波（
京
都
府
）山
家一万
六
百
石
の
領
主
と
な
り
ま

す
。江
戸
時
代
は
大
名
と
な
っ
た
谷
家
の
分
家
で
、赤

坂
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、こ
れ
と
は
別
に『
大
垣

市
史
』の
伊
藤
信
先
生
の
採
録
に
よ
る
と
、慶
長
七
年

（
一六
〇
二
）に
赤
坂
の
谷
六
郎
兵
衛
の
四
男
正
次
が

大
垣
に
移
り
住
み
、元
和
の
こ
ろ
船
町
に
港
を
開
い

て
、船
問
屋
を
開
業
し
ま
し
た
。そ
の
子
が
幼
名
伊
勢

松
と
呼
ば
れ
た
谷
木
因
で
し
た
。

　
そ
し
て
木
因
の
父
正
次
は
、不
幸
に
も
伊
勢
松
の

生
ま
れ
た
翌
々
年
、正
保
五
年（一六
四
八
）二
月一日
に

病
没
し
、母
は
そ
の
前
年
に
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
、木

因
は
三
歳
の
と
き
、全
く
の
孤
児
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。そ
こ
で
伯
母
に
当
た
る
赤
坂
の
竹
中
三
郎
右
衛

門
夫
妻
が
後
見
人
と
な
り
ま
す
が
、そ
の
間
に
西
之

川
村
康
安
寺
の
伯
母
と
姉
妹
で
後
見
人
争
い
な
ど
家

督
相
続
に
ま
つ
わ
る
財
産
上
の
紛
議
が
あ
っ
て
、時
の

大
垣
城
主
松
平
甲
斐
守
の
奉
行
所
に
訴
え
出
た
り
、

な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、赤
坂
の
伯
母
の
後
見
で
無
事
成
長
し
た

伊
勢
松
は
万
治
三
年（
一六
六
〇
）、十
五
歳
で
元
服

し
、名
を
九
太
夫
と
改
め
て
正
式
に
家
督
を
相
続
し

ま
し
た
。木
因
は
そ
の
号
で
す
。

木
因
は
学
問
好
き
で
、若
い
と
き
か
ら
和
漢（
国
学

と
漢
学
）を
学
び
、と
き
に
和
歌
、俳
諧
の
道
を
嗜
み
、

京
都
に
出
て
北
村
季
吟
に
弟
子
入
り
し
、季
吟
の
後

継
者
と
し
て
俳
諧
の
秘
伝
を
伝
授
さ
れ
る
ま
で
に
成

長
し
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
既
に
紹
介
し
ま
し
た
よ
う

に
、俳
聖
芭
蕉
と
は
同
門
の
相
弟
子
で
あ
り
、師
匠
の

季
吟
と
と
も
に
芭
蕉
、木
因
も
ま
た
深
い
交
友
に
結

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

大
垣
船
町
港
の
水
門
川
に
架
か
る
美
濃
路
の
高
橋

の
西
北
側
に
約
一
町
歩
の
広
大
な
邸
が
あ
り
、木
因

は
、こ
こ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。そ
し
て
、四
十
二
歳
の

と
き（
貞
享
四
＝一六
八
七
年
）剃
髪
し
て
隠
居
し
、

家
業
は
平
太
夫（
羽
島
竹
ヶ
鼻
の
坂
倉
又
吉
方
よ
り

養
子
）に
譲
り
、本
家
の
北
裏（
曹
洞
宗
全
昌
寺
の
南

隣
へ
続
く
場
所
）に
住
み
、俳
諧
連
歌
に
専
ら
親
し

ん
だ
よ
う
で
す
。芭
蕉
が
訪
れ
た
り
、俳
文
学
関
係

を
通
じ
て
多
く
の
人
々
と
の
交
遊
を
深
め
た
の
も
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

剃
髪

木
因

前
日

青
柳
や
け
ふ
を
元
結
の
い
と
ま
ご
ひ

後
日
梅
花
折
ッて
さ
し
所
な
き
あ
た
ま
か
な

こ
の
句
と
木
因
画
像
は
、木
因
が
四
十
二
歳
の
春

三
月
谷
家
過
去
帳
を
調
製
、赤
坂
正
福
寺
で
剃
髪

し
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、確
認
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

谷木因像と句

や
ま
が
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矢橋の分譲住宅
麗しき住環境の創造
～Residence series～

うるわ

Residence Policy  
レジデンス ポリシー

7

NAGOMI
和

悠楽
Y U U R A K U

60th Anniversary

RESIDENCE HIRUI Ⅰ 
NAGOMI

RESIDENCE HIRUI Ⅱ 
YUURAKU

Rd
RESIDENCE HIRUI

現在、一般的に家を建てるフローは完成した家

の見学から始まるケースが多いのではないかと

思います。家はある場所の、ある地盤強度の上に

建っているという事を忘れがちです。つまり、どこ

に建てるのか？はむしろ最も重要な事なのだと言

えます。まず、安心、安全。

次に緑豊かな環境があり、出来るだけ便利でと

いう順番で考えるべき事だと思います。

たとえ建替えを検討していたとしても、まず今の

場所が安心、安全な場所であるのかを考えてみ

るべきなのです。そして住んでみたいと思えるよう

な場所をイメージすべきだと思います。

我々は「心豊かな暮らし」への第一歩は、ここなら

住んでみたいと思って頂けるような場所を見つ

け出し、創造できるのかです。安心安全であり、

美しい風景があり、将来出来るであろう「心の通

じ合う」コミュニティーが想像できるような場所

をご提供しなければならないと考えております。

遠くから我が家を見ると緑の木々に囲まれた一

つの邸宅（Residence）のように見える。そのよう

な街を作りたいと思っています。そこにお住まい

になる方々は「心豊かなコミュニティー」が自然と

醸成されていく、そんな街を理想としています。

土地を選び、「心豊かな暮らし」という理想の暮ら

しが出来る場所を、住宅のモデルハウスを造るよ

うに、単に土地分割ではない、麗しき場所（土地）

を造り上げるポリシーを持たなければならないと

思っています。

現在、一般的に家を建てるフローは完成した家

の見学から始まるケースが多いのではないかと

思います。家はある場所の、ある地盤強度の上に

建っているという事を忘れがちです。つまり、どこ

に建てるのか？はむしろ最も重要な事なのだと言

えます。まず、安心、安全。

次に緑豊かな環境があり、出来るだけ便利でと

いう順番で考えるべき事だと思います。

たとえ建替えを検討していたとしても、まず今の

場所が安心、安全な場所であるのかを考えてみ

るべきなのです。そして住んでみたいと思えるよう

な場所をイメージすべきだと思います。

我々は「心豊かな暮らし」への第一歩は、ここなら

住んでみたいと思って頂けるような場所を見つ

け出し、創造できるのかです。安心安全であり、

美しい風景があり、将来出来るであろう「心の通

じ合う」コミュニティーが想像できるような場所

をご提供しなければならないと考えております。

遠くから我が家を見ると緑の木々に囲まれた一

つの邸宅（Residence）のように見える。そのよう

な街を作りたいと思っています。そこにお住まい

になる方々は「心豊かなコミュニティー」が自然と

醸成されていく、そんな街を理想としています。

土地を選び、「心豊かな暮らし」という理想の暮ら

しが出来る場所を、住宅のモデルハウスを造るよ

うに、単に土地分割ではない、麗しき場所（土地）

を造り上げるポリシーを持たなければならないと

思っています。

Ⅰ
昼飯

敷地面積 228.03㎡ （68.97坪）　施工面積 123.39㎡ （37.32坪）
1F床面積 104.34㎡ （31.56坪）

落ち着いた空間でくつろげる平屋 (税込)
万円3,350

2LDK
インナーガレージ+リビング勾配天井無垢板張り+畳コーナー

耐震等級

3
長期優良
住宅

オール
電化仕様

太陽光
発電
対応住宅

駐車2台可能

ホールに入ると、矢橋オリジナル照明
「透灯（とうとう）」の柔らかい光が。ゆっ
たりした玄関収納には矢橋オリジナル
の手すりが備わっており、安全です

玄関

天然石の自然な色合いが
楽しめる石貼りアプローチ

アプローチ

ウォークイン
クローゼット

造作カウンターのある
書斎で、読書などを楽
しめます

書斎

勾配天井には、矢橋オリジナル無垢フ
ローリングにも使用される無垢板を贅沢
に張りました

ダイニング

家庭菜園

南側にはプライバシーを確
保した芝生の庭が。山木が
ふんだんに植わり、四季の
移ろいが楽しめます

庭
季節の絵などを飾れる棚
には、矢橋オリジナルのピ
クチャーレールを備えて
あります

飾り棚

床の間に、季節の絵を。リビングとしてく
つろげる畳コーナーには収納があり、
すっきりした空間を

畳コーナー

1F

床暖房

Ⅱ
昼飯

敷地面積 198.57㎡ （60.06坪）　施工面積 142.07㎡ （42.97坪）
1F床面積   65.42㎡ （19.79坪）  2F床面積   53.83㎡ （16.28坪）

空間の悠を楽しむ (税込)
万円3,400

4LDK
吹き抜け+矢橋オリジナルキッチンカウンター+全熱交換24時間換気システム

耐震等級

3
長期優良
住宅

オール
電化仕様

太陽光
発電
対応住宅

駐車3台可能

家庭菜園1F

2F

南側にはプライバシーを確保
した芝生の庭が。山木がふん
だんに植わり、四季の移ろい
が楽しめます

庭

縦への空間の広がりを
つくる吹き抜けは、リビン
グと2階を程よい距離感
で繋ぎ、家族の気配をさ
りげなく感じることがで
きます

リビング

造作カウンターの
ある書斎で、読書
などを楽しめます。
吊り戸棚には本
や、見せる収納とし
てコレクションを
飾ってみては

書斎

悠楽シリーズの特徴でもある、
矢橋オリジナルキッチンカウン
ター。その木にしかない、形や
風合いは味わいがあります

矢橋オリジナル
キッチンカウンター

お子様が小さい時にはワンフロアとして、
個室が欲しくなったら仕切って2部屋に。
ライフスタイルに合わせた使い方を

居室

ウォークイン
クローゼット

床暖房

天然石の自然な色合いが
楽しめる、石貼り階段

アプローチ

土間収納

心地よい季節は自然の風と光を楽しみ、夏と冬は換気
システムを利用して快適に。高性能花粉フィルターを
使用しており、花粉症・アレルギーの方も快適です

8
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名古屋市中区錦2丁目５番31号　長者町相互ビル1F

 名古屋ショールーム「三豊居」  (さんぽうきょ）

http://www.yabashi.co.jp/house/
TEL. 052-870-9290 営業時間：10:00 -18:00

定休日：水・木（盆・年末年始）

矢橋林業　名古屋ショールーム

主事業・取扱商品
注文住宅の設計・施工
戸建・マンション・店舗などのリノベーション
オリジナル建材の加工・販売
漆器・家具等の創作・販売

悠楽
Y U U R A K U

60th Anniversary

NAGOMI
和欧

OU

いつもの部屋にいつもとは違う雰囲気をつくる。「灯り」の演出を少ししてみてはいかがで
しょうか。静かで落ち着いた夜の部屋と明るさに満ちた昼の部屋同じ絵も彫刻も明かりを
変えることで違って見えます。
日常の暮らしを「灯り」を少し演出することで艶のある暮らしに変えてみませんか。

LIGHT

矢橋の家
心豊かな暮らし

弊社のモデルである 「欧」「悠楽」「和」の3タイプの造作を施しています。
また、矢橋工房の商品なども常時展示をし、矢橋のデザインポリシーと雰囲気
をご理解頂けるような設えを致しておりますので、是非一度お越し下さい。

YUURAKU MODEL LIVING

12
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　弊社グループの海外初の投資拠点はベトナム社会主義共和国 NgheAn省QuyHop県でございます。NgheAn省傘下の国営企業との
合弁で事業を開始致しました。当時のQuyHopの町は錫の鉱山町でしたが、我々矢橋が白色石灰石に投資して以降は赤坂町の町のよう
に石灰石の事業も地域の重要な産業となりました。我々がその土地で産出する天然資源である石灰石を採掘加工し、事業に使わせて頂
くには、その土地に根を張り雇用創出は当然ですが、その他地域に貢献する義務が有ると強く認識致しております。更に2005年には合弁
会社から資本を譲渡してもらい、当初からのパートナーの協力のもと、100%外国資本の鉱物資源会社として、ベトナム投資計画省から
投資認可を頂きました。ベトナムの国の資源を初めて100%の外国資本の会社に与えて頂きました。
　矢橋グループの経営理念の「人間探求」のもと、安全第一で人を大切にし、資源を無駄にしない我々の経営方針を、ベトナム政府にお認
め頂いたと感謝しております。アジアの辺境の地で事業を起して、雇用を生んで、雇用を継続し、技術を移転し、人を育て、良いものづくりを
実現し、日本の事業と役割を分担し協業し、社員と会社が共に豊かになっていく事がアジアの新興国には何より必要なことです。その為に
は我々矢橋グループもその地域の一員として風景に溶け込み現地の地場企業になっていく事が最も重要な条件だと思っています。岐阜
県の矢橋がNgheAn省のYABASHIとなり、ベトナムにおける矢橋の故郷となって共に発展していく事が我々の理想であり目指すべき道
だと思っております。
　日本での土地分譲による、新しい街づくりも同様の事だと思っています。新しい街を地域の風景に美しく溶け込むグランドデザインをし、
そこにお住い頂く、お客様が地域の人 と々お付き合いが始まり、深まり、地域の繋がりが人の絆になってこそ、心豊かな暮らしが可能になると
考えております。矢橋グループは日本はもとより海外においても地域に貢献する企業で有り続けることが使命だと強く認識致しております。

矢橋林業株式会社
代表取締役社長　矢橋龍宜

故郷

Nghệ An省

ベトナムで事業を行っている矢橋グループ。石灰石鉱山事業・金属加工事業・
木工加工事業・CAD事業を行なっているVINAWHITEは、Nghệ An（ゲアン）省
にあります。
岐阜県とも友好協力の協定を結んでおり、深い関わりがあるNghệ An省の、
豊かな自然や文化をご紹介します。

ゲアン省

ミャンマー
ラオス

タイ

カンボジア

中国

ベトナム

素晴らしい自然 豊かな民族文化 様々な産業

多種多様な文化を持つ3つの民族（キン
族、タイ族、トー族）がそれぞれの文化を
融合して生活しています。最近では日本
人や中国人、インド人等も生活しており、
様々な人種、民族が長い年月を経て一緒
に生活する事で、他の土地には無い固有
の文化を形成してきました。

自然豊かなNghệ An省。鉱山事業を行
うQuỳ Hợp県の中心にある美しい
Thung Mây（トゥンメイ）湖、Thác Bản 
Bìa（バンビァー）滝など、美しい自然保護
区が多くあります。これらは自然が与
えてくれた無償の贈り物です。

ゴム・お茶・ミカンの栽培が盛んで、広大
なサトウキビ畑・稲畑・果樹園を有し、農
産物・民芸品が作られます。白色石灰
石・ルビー・錫・建設資材等の天然資源
も産出。多くの加工企業が設立され、工
業用白色石灰石、タイル、錫製品、天然
ミネラルウォーター等が国内外の市場
で販売されています。

Thung Mây湖

ハノイ

Hanoi(ハノイ)

Nghệ An省

Quỳ Hợp県

※鉱山

Vinh市

ベトナム北中部にある
Nghệ An省（ハノイから約
320km）は、南北の幹線道
路・鉃道ルートの上に存
在し、海路・空路も有し、
他省・外国との経済交流
に利便性がある。
省都はVinh（ヴィン）市で、
CAD事業を行なっている
VinhCADセンターがあ
る。鉱山事業・金属加工・
木工加工事業を行なって
いるQuỳ Hợp（クイ ホップ）
県はNghệ An省の県のひ
とつ。

皆で飲む伝統的な米酒Rượu cần（ゼオカン） 産出した岩で製品を作る

※
VinhCAD
センター

ベトナム

タイ族の民族衣装
（VINAWHITE 社員）

石灰石鉱山事業CAD事業 木工加工事業 金属加工事業

VINAWHITEはNghệ An省にて事業を行なっています。

2016年2月 岐阜県とベトナムの友好関係の構築、
発展を目的とした「岐阜・ベトナム友好協会」が発足「岐阜・ベトナム友好協会」

〈活動内容〉
・岐阜とベトナムとの友好交流促進に資する学術、経済、文化等の交流支援
・関係諸機関及び関係団体との連携・ネットワークの構築等
〈発足の経緯〉
2015年7月のベトナムでの知事による初のトップセールスに続き、11月に
は総勢80名のベトナムミッション団が来岐し、投資・観光セミナー等大規
模な交流事業を実施。これを機に民間レベルにおいて交流促進に向けた機
運が高まり、発足に至った。

2015年11月 ベトナム ゲアン省の政府関係者・企業関係者が矢橋グループを訪問され、各事業所をご見学。
ゲアン省人民委員会のNguyễn Xuân Đường委員長らが県庁を訪問し、岐阜県との友好協力に関しての了解覚書（略称：MOU）を締結。
主な内容は、観光、農業、投資、教育、文化・スポーツの分野での連携、協力。官民学一体となって、今後もベトナムと岐阜県の友好関係を
深めていく。

会　長：岐阜大学　森脇久隆学長
副会長：十六銀行　村瀬幸雄頭取　
　　　  大垣共立銀行　土屋嶢頭取
理　事：カイインダストリーズ（株）　遠藤宏治社長　　
　　　 矢橋ホールディングス（株）　矢橋龍宜社長　他

友好協会役員

        INAWHITEの拠点であるNghệ An省の人々は、勤勉な方
　　  が多いと言われています。誇り高く輝かしい歴史をもつ
人々は、故郷を愛して深く団結し、台風などが多い地域のため、
自然災害の猛威から身を守る対策にも力を入れてきました。
この勤勉な風習により、ベトナム独立の父 Phan Bội Châu
（ファン・ボイ・チャウ）、Hồ Chí Minh（ホー・チ・ミン）初代国家主席も
この地より誕生しました。その他、様々な優秀な人材がベトナム
全土で活躍しています。

V

▲ Phan Bội Châu
wikipedia掲載画像

▲ Hồ Chí Minh（右）

2015年7月 古田肇岐阜県知事が県代表団と共にベトナム
を訪問。岐阜県はアジアをメインとした観光誘客と県産品・農
産物の輸出促進を図るプロジェクトを推進しており、その一
環として訪問が実現した。

大垣市赤坂町 金生山にて

矢橋家にて食事

古田岐阜県知事（前列右から3番目）
VINAWHITE VinhCADセンターにて
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谷
木
因（
九
太
夫
）と
木
巴（
矢
橋
藤
十
郎
）の
俳
諧

に
お
け
る
師
弟
関
係
の
こ
と
は
既
に
述
べ
ま
し
た
が
、木

巴
の
父
矢
橋
三
郎
兵
衛（
赤
坂
矢
橋
総
本
家
第
四
代
、

号
は
交
慰
、元
禄
四
＝一六
九一年
六
月
二
十
八
日
没
、法

号
常
照
院
宗
全
日
悟
）と
い
う
人
が
京
都
の
北
村
季
吟

の
門
に
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、季
吟
の
弟
子
で
あ
る
松

尾
芭
蕉
や
、谷
木
因
と
の
関
連
も
何
か
と
あ
っ
た
こ
と

と
推
察
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、こ
の
こ
と
は
ま
だ
よ
く
調

べ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、次
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
四
十
二
歳
で
剃
髪
、俳
諧
に
親
し
む

　
こ
こ
で
は
、森
川
昭
氏
著『
谷
木
因
全
集
』に
採
録
さ

れ
て
い
る
木
因
年
譜
の
中
か
ら
、北
村
季
吟
が
矢
橋
交

慰
に
宛
て
た
手
紙
の一節
を
拾
っ
て
み
ま
す
。

　
御
無
事
の
由
、御
状
拝
見
珍
重
に
存
じ
奉
り
候
、百

韻
並
び
に
小
簡
、愚
点
を
加
え
返
進
申
し
候
。仰
せ
の
ご

と
く
木
因
へ
上
せ
ら
れ
候
て
御
意
を
得
候
。い
そ
が
わ
し

き
比
に
て
、し
み
じ
み
と
も
参
会
申
さ
ず
残
念
に
候
。

此
の
状
御
と
ど
け
下
さ
る
べ
く
候
。

　
　
　
重
陽
の
句

　
　
九
月
九
日
　
付
た
り
菊
の
　
木
札
か
な
　
季
吟

　
　
　
十
三
夜

　
　
月
ぞ
点
　
八
月
九
月
　
ま
さ
に
長

　
　
　
な
ど
申
し
候
。　
恐
惶
謹
言

　
　
十
月
十一日
　
交
慰
様
人
々
御
中

　
こ
の
手
紙
は
年
次
不
明
で
す
が
、季
吟
と
木
因
と

の
師
弟
の
交
流
や
、矢
橋
家
の
人
々
の
交
際
の一面
を

推
察
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、谷
木
因
の
こ
と
で
す
が
、こ
の
人
の
祖
先
は
、

谷
大
膳
太
夫
源
衛
好
↓
出
羽
守
衛
友
↓
大
学
頭
衛

政
↓
六
郎
兵
衛
衛
寿
↓
六
郎
兵
衛
寿
宗
氏
利
↓
弥

兵
衛
氏
次
↓
正
次
↓
九
太
夫
と
続
い
て
き
た
系
図
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、も
と
は
赤
坂
城
主
か
ら
転
進
し
て

丹
波（
京
都
府
）山
家一万
六
百
石
の
領
主
と
な
り
ま

す
。江
戸
時
代
は
大
名
と
な
っ
た
谷
家
の
分
家
で
、赤

坂
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、こ
れ
と
は
別
に『
大
垣

市
史
』の
伊
藤
信
先
生
の
採
録
に
よ
る
と
、慶
長
七
年

（
一六
〇
二
）に
赤
坂
の
谷
六
郎
兵
衛
の
四
男
正
次
が

大
垣
に
移
り
住
み
、元
和
の
こ
ろ
船
町
に
港
を
開
い

て
、船
問
屋
を
開
業
し
ま
し
た
。そ
の
子
が
幼
名
伊
勢

松
と
呼
ば
れ
た
谷
木
因
で
し
た
。

　
そ
し
て
木
因
の
父
正
次
は
、不
幸
に
も
伊
勢
松
の

生
ま
れ
た
翌
々
年
、正
保
五
年（一六
四
八
）二
月一日
に

病
没
し
、母
は
そ
の
前
年
に
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
、木

因
は
三
歳
の
と
き
、全
く
の
孤
児
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。そ
こ
で
伯
母
に
当
た
る
赤
坂
の
竹
中
三
郎
右
衛

門
夫
妻
が
後
見
人
と
な
り
ま
す
が
、そ
の
間
に
西
之

川
村
康
安
寺
の
伯
母
と
姉
妹
で
後
見
人
争
い
な
ど
家

督
相
続
に
ま
つ
わ
る
財
産
上
の
紛
議
が
あ
っ
て
、時
の

大
垣
城
主
松
平
甲
斐
守
の
奉
行
所
に
訴
え
出
た
り
、

な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、赤
坂
の
伯
母
の
後
見
で
無
事
成
長
し
た

伊
勢
松
は
万
治
三
年（
一六
六
〇
）、十
五
歳
で
元
服

し
、名
を
九
太
夫
と
改
め
て
正
式
に
家
督
を
相
続
し

ま
し
た
。木
因
は
そ
の
号
で
す
。

　
木
因
は
学
問
好
き
で
、若
い
と
き
か
ら
和
漢（
国
学

と
漢
学
）を
学
び
、と
き
に
和
歌
、俳
諧
の
道
を
嗜
み
、

京
都
に
出
て
北
村
季
吟
に
弟
子
入
り
し
、季
吟
の
後

継
者
と
し
て
俳
諧
の
秘
伝
を
伝
授
さ
れ
る
ま
で
に
成

長
し
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
既
に
紹
介
し
ま
し
た
よ
う

に
、俳
聖
芭
蕉
と
は
同
門
の
相
弟
子
で
あ
り
、師
匠
の

季
吟
と
と
も
に
芭
蕉
、木
因
も
ま
た
深
い
交
友
に
結

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
垣
船
町
港
の
水
門
川
に
架
か
る
美
濃
路
の
高
橋

の
西
北
側
に
約
一
町
歩
の
広
大
な
邸
が
あ
り
、木
因

は
、こ
こ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。そ
し
て
、四
十
二
歳
の

と
き（
貞
享
四
＝一六
八
七
年
）剃
髪
し
て
隠
居
し
、

家
業
は
平
太
夫（
羽
島
竹
ヶ
鼻
の
坂
倉
又
吉
方
よ
り

養
子
）に
譲
り
、本
家
の
北
裏（
曹
洞
宗
全
昌
寺
の
南

隣
へ
続
く
場
所
）に
住
み
、俳
諧
連
歌
に
専
ら
親
し

ん
だ
よ
う
で
す
。芭
蕉
が
訪
れ
た
り
、俳
文
学
関
係

を
通
じ
て
多
く
の
人
々
と
の
交
遊
を
深
め
た
の
も
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
剃
髪
　
木
因

　
前
日
　
青
柳
や
　
け
ふ
を
元
結
の
　
い
と
ま
ご
ひ

　
後
日
　
梅
花
折
ッて
　
さ
し
所
な
き
　
あ
た
ま
か
な

　
こ
の
句
と
木
因
画
像
は
、木
因
が
四
十
二
歳
の
春

三
月
谷
家
過
去
帳
を
調
製
、赤
坂
正
福
寺
で
剃
髪

し
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、確
認
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

谷木因像と句

や
ま
が
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